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第 1 章  序 論  
 筆 者 は、脊 髄 損 傷 により歩 行 障 害 を呈 した患 者 に対 し、理 学 療 法
を実 施 していた際 に転 倒 事 例 を経 験 した。この事 例 の経 験 から、理
学 療 法 を施 すことにより、対 象 者 に何 らかの傷 害 を与 える可 能 性 、死
にいたらしめる可 能 性 があることを痛 感 した。そして、再 発 予 防 のため
の取 り組 みやリハビリテーション分 野 における患 者 安 全 の重 要 性 につ
いて考 えるようになり、これが本 研 究 を行 うきっかけとなった。 
 リハビリテーション専 門 職 とされる理 学 療 法 士 ・作 業 療 法 士 ・言 語
聴 覚 士 の有 資 格 者 数 は、年 々増 加 しており、様 々な疾 患 や障 害 に
対 するそれぞれの治 療 に関 する研 究 が盛 んに行 われ、その効 果 が多
数 報 告 されている。その一 方 、患 者 安 全 への取 り組 みは希 薄 であり、
インシデントに関 する研 究 報 告 も大 変 少 ない。理 学 療 法 ・作 業 療 法 ・
言 語 聴 覚 療 法 の対 象 者 の多 くは、身 体 機 能 や精 神 機 能 に障 害 を
抱 えている場 合 が多 く、安 全 性 の確 保 は必 須 である。治 療 効 果 を検
証 するための研 究 が行 われると同 時 に、患 者 安 全 、インシデントの予
防 への取 り組 みは、今 後 さらに強 化 されるべき分 野 であると考 える。 
 そこで、本 研 究 の目 的 は、過 去 のインシデント報 告 を調 査 して、分
析 することで、理 学 療 法 士 ・作 業 療 法 士 ・言 語 聴 覚 士 によるインシデ
ントの内 容 や傾 向 を明 らかにして、今 後 のインシデントの発 生 予 防 、
対 策 の一 助 とすることとした。 
 
第 2 章  
 症 例 検 討 として筆 者 が経 験 した理 学 療 法 中 のインシデントについて、
SHEL モデルを用 いて要 因 分 析 を行 い、実 施 した対 策 について述 べ
た。 
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第 3 章  
 文 献 検 討 として過 去 30 年 間 の和 文 資 料 と英 文 資 料 から理 学 療
法 ・作 業 療 法 ・言 語 聴 覚 療 法 中 に発 生 したインシデント（報 告 書 ）を
対 象 としている文 献 を抽 出 し、インシデントの内 容 や傾 向 を把 握 し、
今 後 の研 究 の課 題 を明 らかにした。 
 
第 4 章  
 インシデント報 告 より後 方 視 的 に情 報 を収 集 して、分 析 を行 い、理
学 療 法 士 ・作 業 療 法 士 ・言 語 聴 覚 士 によるインシデントの内 容 や傾
向 について明 らかにした。対 象 は、日 本 医 療 機 能 評 価 機 構 の運 営
する医 療 事 故 情 報 収 集 等 事 業 に報 告 されているインシデントとした。
理 学 療 法 士 ・作 業 療 法 士 ・言 語 聴 覚 士 によるインシデント報 告 とした。
資 料 は、2010 年 から 2014 年 の年 報 報 告 と、2009 年 1 月 から 2014
年 3 月 までの Web 報 告 を用 いた。抽 出 項 目 は、当 事 者 職 種 と経 験
年 数 、患 者 年 齢 、性 別 、発 生 内 容 、発 生 月 、時 間 、場 所 とした。イン
シデントの影 響 レベルの分 類 には、「影 響 レベル」を用 い、レベル 2 以
上 を分 析 の対 象 とした。発 生 内 容 の項 目 分 類 は、リハビリテーション
医 療 における安 全 管 理 ・推 進 のためのガイドラインの「リハビリテ－ショ
ン中 に起 こりうるインシデント」を用 いた。また、経 験 年 数 別 のインシデ
ント発 生 件 数 と発 生 月 、時 間 、場 所 、患 者 年 齢 、性 別 は集 計 を行 っ
た。さらに、経 験 年 数 とインシデントの発 生 件 数 の関 連 性 をスピアマン
の順 位 相 関 係 数 を用 いて検 討 した。統 計 処 理 には SPSS  S t a t i s t i c s  
2 2 . 0 を使 用 し、有 意 水 準 は 5%とした。倫 理 的 配 慮 として、本 研 究 は
筑 波 大 学 医 の倫 理 委 員 会 にて承 認 を得 て実 施 した（第 730 号 ）。  
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第 5 章  
 対 象 は、リハビリテーション強 化 型 病 院 の理 学 療 法 士 ・作 業 療 法
士 ・言 語 聴 覚 士 によるインシデントを対 象 とした。資 料 としては、リハビ
リテーション部 内 に保 管 されているインシデント報 告 書 と日 報 を用 い、
2008 年 4 月 1 日 から 2012 年 3 月 31 日 までの入 院 部 門 のインシデ
ント報 告 書 を対 象 とした。抽 出 項 目 は、当 事 者 職 種 と経 験 年 数 、患
者 年 齢 、性 別 、発 生 内 容 、発 生 月 、時 間 、場 所 とした。インシデント
の影 響 レベルの分 類 には、「影 響 レベル」を用 い、レベル 2 以 上 を分
析 の対 象 とした。発 生 内 容 の項 目 分 類 は、リハビリテーション医 療 に
おける安 全 管 理 ・推 進 のためのガイドラインの「リハビリテ－ション中 に
起 こりうるインシデント 」を用 いた。また、経 験 年 数 別 のインシデント発
生 件 数 と発 生 月 、時 間 、場 所 、患 者 年 齢 、性 別 は集 計 を行 った。さ
らに、経 験 年 数 とインシデントの発 生 件 数 と各 経 験 年 数 におけるイン
シデントの発 生 割 合 の関 連 性 をスピアマンの順 位 相 関 係 数 を用 いて
検 討 した。また、経 験 年 数 と各 内 容 項 目 の発 生 割 合 についても同 様
に検 討 した。そして、実 施 件 数 に対 するインシデント発 生 割 合 を算 出
した。統 計 処 理 には SPSS  S t a t i s t i c s  2 2 . 0 を使 用 し、有 意 水 準 は 5%
とした。倫 理 的 配 慮 として、本 研 究 は筑 波 大 学 医 の倫 理 委 員 会 にて
承 認 を得 て実 施 した（第 730 号 ）。インシデント件 数 は 239 件 であった。
職 種 別 では、理 学 療 法 士 が 134 件 、作 業 療 法 士 が 86 件 、言 語 聴
覚 士 が 19 件 であった。影 響 レベルの結 果 、レベル 2 以 上 は 148 件 で
あり、レベル 2 が 86 件 、レベル 3a が 59 件 、レベル 3b が 2 件 、レベル
4a が 1 件 であった。内 容 の分 類 結 果 では、「転 倒 ・転 落 ・打 撲 ・その
他 の外 傷 」が 88 件 （59 . 5 % ）、「誤 嚥 ・悪 心 ・嘔 吐 」が 24 件 （16 . 2 % ）、
「接 続 チューブのはずれ」が 20 件 （13 . 5 % ）であった。経 験 年 数 と発 生
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割 合 の相 関 係 数 は r s = - 0 . 9 9 （ p < 0 . 0 0 1 ）で有 意 な強 い負 の相 関 を認
めた。また、経 験 年 数 と各 分 類 項 目 における発 生 割 合 の関 連 性 の結
果 、「転 倒 ・転 落 ・打 撲 ・その他 の外 傷 」のみ r s = - 0 . 9 4 （ p < 0 . 0 1 ）と有
意 な強 い負 の相 関 を認 めた。4 年 間 の理 学 療 法 ・作 業 療 法 ・言 語 聴
覚 療 法 の実 施 件 数 は、638 , 8 0 4 件 であり、レベル 2 以 上 のインシデン
ト割 合 は 0. 0 0 0 2 であった。 
 
第 6 章  
 今 後 、在 宅 医 療 や在 宅 介 護 が増 えていくことに伴 い、訪 問 リハビリ
テーションの強 化 が予 測 されることから、訪 問 リハビリテーション事 業 所
におけるインシデントの分 析 として、5 年 間 のインシデント報 告 書 を用 い
て、分 析 を行 った。 
 
第 7 章  
 本 研 究 の概 要 と新 たな知 見 、その意 義 および今 後 の課 題 について
総 合 的 に考 察 した。第 4 章 の医 療 事 故 情 報 収 集 等 事 業 に報 告 され
ているインシデントの多 くは、影 響 レベルの重 度 であったインシデントの
情 報 を収 集 するにはとても適 していた。一 方 、第 5 章 のような 1 施 設 の
調 査 では、影 響 レベルの軽 度 なインシデントを収 集 することに適 してい
た。第 4 章 と第 5 章 から検 討 することで、あくまでも全 国 の 1 部 分 では
あるが、これまでの 1 施 設 の研 究 報 告 からでは、把 握 することができな
かった理 学 療 法 士 ・作 業 療 法 士 ・言 語 聴 覚 士 によるインシデントの全
体 像 を把 握 することができたのではないかと考 える。 
 今 後 、本 研 究 を理 学 療 法 士 ・作 業 療 法 士 ・言 語 聴 覚 士 の患 者 安
全 への意 識 向 上 への啓 発 の一 助 としていきたい。 
